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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
2
0
2
5
年
度
上
期
は
預
金
・
貸
出
金

残
高
と
も
に
3
月
末
比
増
加
し
た
も
の
の
、

貸
出
金
残
高
の
堅
調
な
増
加
率
が
続
く
一

方
で
、
預
金
残
高
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

た
（
図
表
1
）。

　
貸
出
金
残
高
は
3
月
末
比
プ
ラ
ス
1
・

8
%
の
高
い
増
加
率
と
な
っ
た
。
貸
出
金

利
が
上
昇
し
、
返
済
負
担
も
増
え
る
中
で

高
い
増
加
率
が
継
続
し
て
お
り
、
堅
調
な

資
金
需
要
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
株
高
に
よ
る
資
産
効
果
や
好
調
な

企
業
業
績
に
よ
る
投
資
需
要
、
物
価
や
住

宅
価
格
の
上
昇
に
よ
る
必
要
資
金
の
増
加

な
ど
が
、
資
金
需
要
の
主
な
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

　
預
金
残
高
は
3
月
末
比
プ
ラ
ス
0
・

2
%
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
た
。
預
金

は
例
年
上
半
期
の
増
加
率
が
低
く
、
下
半

期
に
増
加
率
が
高
く
な
る
季
節
性
の
傾
向

が
あ
る
が
、
上
半
期
の
増
減
率
推
移
を
み

て
も
24
年
度
上
期
の
増
加
率
か
ら
は
回
復

し
て
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
増
加

率
は
低
下
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ

は
地
域
銀
行
の
み
の
傾
向
で
は
な
い
。
日

本
銀
行
「
預
金
・
現
金
・
貸
出
金
」
に
よ

る
と
、
都
市
銀
行
等
を
含
む
国
内
銀
行
は

25
年
9
月
末
時
点
の
預
金
残
高
の
3
月
末

比
増
加
率
は
プ
ラ
ス
0
・
2
%
で
あ
り
、

地
域
銀
行
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
同
期
比
で
の
増
加
率
も
低
下
し
て
お

り
、
預
金
の
増
加
率
低
下
は
日
本
全
体
の

傾
向
と
言
え
る
。

　
個
別
銀
行
で
み
る

と
、
地
域
銀
行
の
約

4
割
が
3
月
末
比
で

預
金
が
減
少
し
て
い

る
。
地
域
に
よ
り
や

や
差
が
あ
り
、
近
畿

地
方
の
銀
行
で
3
月

末
比
1
・
9
%
と
比

較
的
高
い
預
金
増
加

と
な
っ
て
い
る
一
方
、

北
海
道
、
東
北
、
北

陸
、
九
州
地
方
の
銀

行
で
は
預
金
残
高
が

3
月
末
比
で
減
少
し

て
い
る
。
一
方
で
貸

出
金
残
高
は
約
8
割

の
銀
行
が
3
月
末
比

「
金
利
の
あ
る
世
界
」で
開
く
銀
行
間
の
収
益
力
格
差

2
0
2
5
年
度
中
間
決
算
に
み
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
5
年
度
上
期
は
、
金
融
政
策
の
変
更
が
実
体
経
済
に
も
浸
透
し
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
定
着
す
る
中
で
、
米

国
関
税
政
策
の
合
意
等
で
景
気
の
先
行
き
に
も
不
透
明
感
が
和
ら
ぎ
、
株
価
も
連
日
の
高
値
を
更
新
し
た
。
依
然
と
し
て

物
価
高
の
影
響
は
根
強
く
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
懸
念
も
高
ま
る
中
で
、
今
後
の
政
府
の
経
済
対
策
や
日
銀
の
金
融
政
策
に

対
す
る
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
25
年
度
中
間
決
算
資
料
1・2
を
も
と
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境

や
金
融
政
策
の
変
化
が
地
域
銀
行
の
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し

て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

当
社
入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営

管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

に
従
事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将

来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。

　

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決
算短信を公表している97行とした。

2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算
説明資料等（97行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地方銀行の決算の状況」、第二地
方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）作成。

3　2024年度決算に基づく分析は、拙稿「大幅増益の背景で進む預金調達環境の変化」（金融財
政ビジネス2025年7月3日号）参照。
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で
増
加
し
て
お
り
、
地
域
に
よ
る
増
減
率

の
差
も
大
き
く
は
な
い
。

（
2
）損
益
の
状
況

　
地
域
銀
行
の
25
年
度
中
間
期
の
中
間
純

利
益
は
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
26
・
3
%
の

大
幅
増
益
と
な
っ
た
（
図
表
2
、
3
）。

24
年
度
中
間
期
も
プ
ラ
ス
26
・
8
%
の
増

益
と
2
期
連
続
の
大
幅
増
益
で
あ
り
、
中

間
期
と
し
て
も
10
年
以
降
で
最
高
水
準
の

利
益
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
間
純
利
益
の
最
大
の
増
益
要
因
は
資

金
利
益
の
増
加
で
あ
る
。
貸
出
金
利
息
・

有
価
証
券
利
息
配
当
金
と
も
に
大
き
く
増

加
し
、
資
金
利
益
は
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス

13
・
6
%
の
高
い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。

金
利
上
昇
に
よ
る
貸
出
利
回
り
・
有
価
証

券
運
用
利
回
り
な
ど
の
改
善
の
恩
恵
を
大

き
く
受
け
た
決
算
と
言
え
る
。
25
年
度
上

期
中
は
金
融
政
策
の
利
上
げ
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
貸
出
金
や
有
価
証
券
に

お
け
る
既
存
資
産
の
金
利
更
改
や
固
定
金

利
資
産
の
入
れ
替
え
な
ど
に
よ
り
徐
々
に

利
上
げ
の
影
響
が
広
が
っ
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
金
利
上
昇
局
面
で
の
負
の
側

面
の
一
つ
と
し
て
、
債
券
関
係
損
益
は
25

年
度
中
間
期
も
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
赤

字
幅
は
拡
大
し
て
い
る
。
25
年
度
上
期
中
、

長
期
金
利
10
年
国
債
利
回
り
は
1
%
台
後

半
で
の
推
移
が
続
き
、
高
金
利
に
よ
る
既

存
債
券
の
値
下
が
り
か
ら
損
切
り
や
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
入
れ
替
え
な
ど
が
行
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
8
割
を
超
え
る

銀
行
が
債
券
関
係
損
益
は
赤
字
と
な
っ
て

お
り
、
損
益
上
も
最
も
大
き
な
減
益
要
因

と
な
っ
た
。
好
調
な
株
式
相
場
を
背
景
と

2025/3末

2025/9末

2025/3末

2025/9末

預金

貸出金

406.9

407.8

324.5

330.4

0.2%

1.8%

中間増減率

年間増減率

中間増減率

年間増減率

5.8%

9.6%

3.6%

5.0%

0.7%

3.3%

0.8%

2.4%

0.3%

2.1%

2.2%

4.6%

0.4%

2.2%

1.7%

3.3%

-0.6%

1.1%

1.1%

3.4%

残高
（兆円） 増減率 時系列

増減率
2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

0.2%

---　

1.8%

---　

2025
年度

2025年度
中間期増減率

17,168

7,287

20,545

3,344

23,111

14,194

8,960

-1,260

1,806

577

6,960

21,112

8,515

23,330

3,382

26,528

14,863

11,661

-2,484

2,932

726

8,789

23.0%

16.9%

13.6%

1.1%

14.8%

4.7%

30.1%

---

62.4%

25.8%

26.3%

97.9%

78.4%

83.5%

39.2%

84.5%

90.7%

79.4%

40.2%

56.7%

60.8%

77.3%

95

76

81

38

82

88

77

39

55

59
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2024年度中間 2025年度中間 増減率 増加行  （構成比）

1.0%

19.6%

16.5%

60.8%

15.5%

9.3%

20.6%

59.8%

43.3%

39.2%

23.7%

1

19

16

59

15

9

20

58

42

38

23

減少行  （構成比）

---　

---　

---　

---　

0.0%

---　

2.1%

84.5%

2.1%

---　

1.0%

---

---

---

---

0

---

2

82

2

---

1

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金利益

役務利益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

中間純利益

（※）除く投資信託解約損益

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減推移

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、中間増加率は各年3月末と比較した9月末時点増減率、年間増加率は3月末の
前年同月比増減率。

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況

（出所）各行公表資料等よりMURC作成（一部非開示行を除く）

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000
前年度
中間利益

資金利益 役務利益 他業務粗利 経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 中間利益

6,960

（億円）

2,786 38
594

-669

-1,223

1,126
-149

-673
8,789

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解

（出所）各行公表資料等によりMURC作成
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し
た
株
式
等
関
係
損
益
の
プ
ラ
ス
効
果
に

よ
り
、
有
価
証
券
損
益
と
し
て
は
ほ
ぼ
相

殺
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
下
期
に
入
っ
て

金
利
上
昇
観
測
か
ら
長
期
金
利
は
2
%
に

近
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
今
後
も
債

券
関
連
損
益
は
損
益
上
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

　
ま
た
、
25
年
度
上
期
は
経
費
や
与
信
費

用
が
増
加
し
、
減
益
要
因
と
な
っ
た
。
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
や
人
手
不
足
を
背
景
と
し
た

人
件
費
の
上
昇
や
物
価
高
に
加
え
、
将
来

に
向
け
た
投
資
的
経
費
の
拡
大
等
を
要
因

と
し
て
、
経
費
は
増
加
し
て
い
る
。
好
調

な
収
益
環
境
を
背
景
に
、
将
来
に
必
要
な

投
資
や
、
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向

け
た
費
用
は
積
極
的
に
経
費
投
下
し
て
い

こ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
マ

ク
ロ
的
な
倒
産
件
数
の
増
加
傾
向
等
を
背

景
に
与
信
費
用
も
増
加
し
て
い
る
が
、
金

額
水
準
や
増
加
幅
は
小
さ
い
。
不
良
債
権

残
高
は
減
少
し
て
お
り
、
信
用
リ
ス
ク
は

低
水
準
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
債
券
関
係
損
益
や
経
費
等
の
減
益
要
素

は
あ
っ
た
も
の
の
、
資
金
利
益
の
増
加
が

粗
利
益
を
押
し
上
げ
、
中
間
純
利
益
の
大

幅
な
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
中
間
純

利
益
の
増
益
行
は
4
分
の
3
を
超
え
、
8

割
超
の
銀
行
で
資
金
利
益
や
コ
ア
業
務
純

益
が
増
加
し
て
い
る
。
25
年
中
間
決
算
は

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
広
く
浸
透
し
、

資
金
利
益
を
中
心
に
地
域
銀
行
の
収
益
環

境
の
改
善
が
進
ん
だ
決
算
だ
っ
た
と
言
え

る
。（

3
）銀
行
に
よ
る
収
益
状
況
の
差

　
大
幅
増
益
と
な
っ
た
25
年
度
中
間
決
算

で
あ
る
が
、
損
益
の
変
化
状
況
は
個
別
行

に
よ
り
差
が
あ
る
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」

に
よ
っ
て
収
益
力
の
差
が
拡
大
し
て
お
り
、

特
に
25
年
度
中
間
決
算
で
は
そ
の
差
が
大

き
く
表
れ
て
い
る
。

　
25
年
度
中
間
純
利
益
は
地
域
銀
行
平
均

で
は
大
幅
増
益
と
な
っ
た
も
の
の
、
各
銀

行
の
規
模
に
よ
る
差
が
大
き
い
。
地
域
銀

行
を
総
資
産
規
模
で
区
分
し
て
み
る
と

（
図
表
4
）、
規
模
の
大
き
い
銀
行
で
は

30
%
を
超
え
る
前
年
同
期
比
増
益
率
と
な

り
、
ほ
ぼ
全
行
が
増
益
を
確
保
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
規
模
の
小
さ
い
銀
行
で
は

前
年
同
期
比
減
益
と
な
っ
て
お
り
、
増
益

行
は
半
数
程
度
で
あ
る
。「
金
利
の
あ
る

世
界
」
に
お
い
て
は
規
模
の
大
き
い
銀
行

ほ
ど
収
益
改
善
効
果
を
得
て
お
り
、
規
模

の
小
さ
い
銀
行
で
は
金
利
上
昇
を
収
益
改

善
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
な
い
課
題
が
見
ら

れ
る
。

　
規
模
に
よ
る
中
間
純
利
益
増
減
の
差
を

分
け
る
要
因
の
一
つ
が
、
金
利
環
境
の
変

化
に
よ
る
資
金

利
益
や
貸
出
金

利
息
の
増
減
で

あ
る
。
同
様
に

規
模
別
の
分
布

を
見
る
と
（
図

表
5
）、
資
金

利
益
は
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
前

年
同
期
比
増
益

と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
規
模

の
大
き
い
銀
行

ほ
ど
増
益
率
は

高
く
、
小
規
模

行
で
は
増
益
率

が
低
い
。
そ
の

背
景
に
あ
る
の

が
貸
出
金
利
息

で
あ
り
、
こ
ち

ら
も
規
模
の
大

き
い
銀
行
ほ
ど
増
益
率
は
高
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
資
金
利
益
に
比
べ
る
と
規

模
に
よ
る
差
は
小
さ
く
、
貸
出
金
利
息
以

外
の
有
価
証
券
利
息
や
資
金
調
達
費
用
で

の
収
益
差
も
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
資
金
利
益
は
25
年
度
中
間
決
算
で
の
最

も
大
き
な
増
益
要
因
で
あ
り
、「
金
利
の

あ
る
世
界
」
の
収
益
影
響
が
直
接
的
に
表

れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
模
に
よ

る
収
益
変
化
状
況
の
差
か
ら
は
、
規
模
の

大
き
な
銀
行
で
は
金
利
環
境
の
変
化
を
利

回
り
に
反
映
し
て
収
益
改
善
に
つ
な
げ
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
規
模
の
小
さ
な

銀
行
で
は
利
回
り
の
改
善
効
果
が
小
さ
く
、

預
金
調
達
費
用
等
の
増
加
等
の
影
響
も
受

け
て
資
金
利
益
の
改
善
効
果
が
低
調
に
と

前期中間
純利益
（億円）

当期中間
純利益
（億円）

102

594

786

2,341

3,136

6,960

銀行数 増益行 増益行
割合減益行増益率

16

24

17

26

14

97

総資産規模

1兆円未満

3兆円未満

5兆円未満

10兆円未満

　　　　  ～

1兆円以上～

3兆円以上～

5兆円以上～

10兆円以上～
地域銀行合計

95

562

968

3,021

4,143

8,789

-7.0%

-5.4%

23.2%

29.0%

32.1%

26.3%

9

14

13

24

14

74

7

10

4

2

0

23

56.3%

58.3%

76.5%

92.3%

100.0%

76.3%

 前期
資金利益
（億円）

当期
資金利益
（億円）

626

2,395

2,908

7,217

7,399

20,545

銀行数 増益率
前期貸出
金利息
（億円）

当期貸出
金利息
（億円）

増益率

16

24

17

26

14

97

総資産規模

1兆円未満

3兆円未満

5兆円未満

10兆円未満

　　　　  ～

1兆円以上～

3兆円以上～

5兆円以上～

10兆円以上～
地域銀行合計

640

2,497

3,238

8,148

8,806

23,330

2.2%

4.3%

11.4%

12.9%

19.0%

13.6%

543

1,981

2,196

5,945

6,503

17,168

588

2,369

2,716

7,374

8,065

21,112

8.3%

19.6%

23.7%

24.0%

24.0%

23.0%

〈図表4〉地域銀行の総資産規模別中間純利益の分布

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表5〉地域銀行の総資産規模別資金利益・貸出金利息の分布

（出所）各行公表資料等によりMURC作成
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ど
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
利
回
り
変
化
の
差
は
、
統
計
デ
ー
タ
に

も
表
れ
て
い
る
。
日
銀
「
貸
出
約
定
平
均

金
利
」
に
よ
る
と
、
金
融
政
策
の
変
更
に

よ
り
、
24
年
ご
ろ
か
ら
、
貸
出
約
定
平
均

金
利
は
新
規
金
利
、
ス
ト
ッ
ク
金
利
と
も

に
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
25
年
に
入
っ
て

上
昇
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
上
昇
幅

は
業
態
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
都
市
銀
行

が
最
も
上
昇
幅
が
大
き
く
、
次
い
で
地
方

銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
で
は
、
都
市
銀
行
、

地
方
銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
の
間
で
金
利

水
準
の
差
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
足
元

で
は
新
規
・
ス
ト
ッ
ク
と
も
に
都
市
銀
行

と
地
方
銀
行
は
同
水
準
と
な
っ
て
お
り
、

新
規
金
利
で
は
第
二
地
方
銀
行
も
含
め
て

差
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
貸
出
約
定
金
利
は
、
都
市
銀
行
、
地
方

銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
の
規
模
が
大
き
い

業
態
順
に
上
昇
幅
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
規
模
が
直
接
の
要
因
で
は
な
く
、

規
模
の
大
き
い
銀
行
ほ
ど
市
場
金
利
の
変

化
を
貸
出
金
利
に
反
映
し
、
収
益
の
改
善

に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
が

機
能
し
て
い

る
こ
と
が
要

因
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な

わ
ち
、
市
場

金
利
の
変
化

に
合
わ
せ
て

バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す

る
「
A
L
M

（
資
産
・
負

債
の
総
合
管

理
）」
の
仕

組
み
や
、
顧

客
へ
の
貸
出
金
利
に
適
切
に
市
場
金
利
の

変
化
を
反
映
す
る
「
標
準
採
算
基
準
（
貸

出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
金
利
）」
の
仕
組
み
が

構
築
さ
れ
、「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
お

い
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た

貸
出
金
利
の
変
化
や
結
果
と
し
て
収
益
改

善
効
果
の
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
規
模
の
大
き
な
銀
行
ほ
ど
こ
う
し

た
仕
組
み
構
築
・
運
用
に
注
力
し
て
お
り
、

業
態
間
お
よ
び
同
業
態
内
で
の
収
益
改
善

の
格
差
に
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
特
に
、
25
年
度
中
間
決
算
で
は
、
貸
出

金
利
息
の
増
減
差
が
資
金
利
益
や
中
間
純

利
益
の
差
と
な
っ
て
表
れ
て
お
り
、
貸
出

金
利
に
対
す
る
「
標
準
採
算
基
準
（
貸
出

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
金
利
）」
の
仕
組
み
の
構

築
・
運
用
状
況
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
環
境
下
で
は
貸
出

金
利
の
低
下
が
続
き
、
標
準
採
算
基
準
や

そ
の
背
景
に
あ
る
収
益
管
理
制
度
と
実
態

の
金
利
環
境
の
乖か

い

離り

が
大
き
く
な
っ
た
た

め
、
運
用
の
停
止
や
実
質
的
に
制
度
が
形

骸
化
し
た
銀
行
も
多
い
。
一
方
で
「
金
利

の
あ
る
世
界
」
に
お
い
て
は
、
個
々
の
取

引
の
収
益
状
況
を
評
価
し
た
上
で
変
化
す

る
金
利
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
貸
出
金
利

を
提
示
す
る
こ
と
が
収
益
を
左
右
す
る
た

め
、
収
益
管
理
制
度
や
標
準
採
算
基
準
の

重
要
性
が
再
び
高
ま
っ
て
い
る
。
環
境
変

化
を
受
け
て
、
制
度
の
再
起
動
や
見
直
し
、

高
度
化
を
検
討
す
る
銀
行
も
増
え
て
い
る
。

　「
金
利
の
あ
る
世
界
」
で
は
、
収
益
管

理
制
度
の
中
で
も
「
ス
プ
レ
ッ
ド
バ
ン
キ

ン
グ
制
度
」
が
重
要
で
あ
る
。
変
化
す
る

市
場
金
利
に
対
し
て
、
商
品
や
貸
出
条
件

等
に
応
じ
た
適
切
な
仕
切
り
レ
ー
ト
を
設

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
預
金
や
貸
出
取
引

の
適
切
な
収
益
評
価
と
、
銀
行
全
体
の
金

利
リ
ス
ク
管
理
や
A
L
M
運
営
が
可
能
に

な
る
。
こ
の
収
益
評
価
を
も
と
に
、
あ
る

べ
き
貸
出
金
利
水
準
を
定
め
る
「
標
準
採

算
基
準
」
が
設
計
さ
れ
、
金
利
環
境
を
反

映
し
た
貸
出
金
利
設
定
が
可
能
に
な
る
。

貸
出
金
利
は
顧
客
と
の
交
渉
に
よ
り
決
ま

る
た
め
、
標
準
採
算
基
準
の
あ
る
べ
き
金

利
が
全
て
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
う
し
た
制
度
を
適
切
に
設
計
・
運

用
し
て
い
る
銀
行
と
、
そ
れ
以
外
の
銀
行

で
の
差
は
、
貸
出
利
回
り
や
資
金
利
益
と

し
て
徐
々
に
表
れ
て
く
る
。「
金
利
の
あ

る
世
界
」
に
お
い
て
必
須
と
も
い
え
る
こ

う
し
た
管
理
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
行
内

制
度
の
設
計
方
法
や
運
用
状
況
は
い
ま
一

度
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
4
）銀
行
に
よ
る
有
価
証
券
評
価
損
益
の
差

　「
金
利
の
あ
る
世
界
」
で
は
、
資
金
利

1.6
1.5
1.4
1.3
1.2
1.1
1.0
0.9
0.8
0.7
0.6

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

都市銀行_ストック
地方銀行_ストック
第二地銀_ストック

都市銀行_新規
地方銀行_新規
第二地銀_新規

（％）

（％）

0.667 
0.795

0.934

1.122
1.134
1.228

1.319

※新規金利は6カ月移動平均

1.280
1.244

2015/1 16/1 17/1 18/1 19/1 20/1 21/1 22/1 23/1 24/1 25/1

2015/1 16/1 17/1 18/1 19/1 20/1 21/1 22/1 23/1 24/1 25/1

〈図表6〉貸出約定平均金利の推移

（出所）日本銀行「貸出約定平均金利」よりMURC作成
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益
が
増
加
す
る
一
方
で
、
既
存
保
有
債
券

の
価
格
下
落
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
現
損
で

あ
る
債
券
関
係
損
益
は
25
年
度
中
間
決
算

で
も
引
き
続
き
減
益
要
因
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
有
価
証
券
評
価
損
益
は
3
月
末
の

約
1
・
9
兆
円
か
ら
約
3
・
3
兆
円
に
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
金
利
の
先
高
観
を
背
景
に
、
含

み
損
を
抱
え
た
債
券
を
処
分
し
実
現
損
と

し
た
こ
と
に
加
え
、
好
調
な
株
式
市
場
を

背
景
に
、
株
式
評
価
益
が
大
幅
に
増
加
し

た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

海
外
金
利
の
利
下
げ
も
進
み
、
外
債
投
資

で
の
評
価
損
益
が
改
善
し
て
い
る
こ
と
も

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
評
価
損
益
の

内
訳
を
開
示
す
る
多
く
の
銀
行
で
、
債
券

評
価
損
益
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
あ
る
も

の
の
、
株
式
や
そ
の
他
の
有
価
証
券
で
の

評
価
損
益
が
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。
金

利
上
昇
に
よ
る
評
価
損
益
の
減
少
や
資
本

の
毀き

損そ
ん

が
懸
念
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
25

年
度
中
間
決
算
に
お
い
て
は
、
地
域
銀
行

全
体
で
は
そ
の
懸
念
は
小
さ
く
な
っ
た
と

言
え
る
。

　
た
だ
し
、
個
別
行
で
み
る
と
差
異
が
大

き
い
。
債
券
評
価
損
益
は
引
き
続
き
赤
字

と
な
っ
て
い
る
銀
行
が
多
い
一
方
で
、
株

式
評
価
損
益
は
銀
行
に
よ
り
保
有
株
式
状

況
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
合
計
し
た
有

価
証
券
評
価
損
益
が
赤
字
の
銀
行
は
半
数

近
く
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
総
資
産

規
模
ご
と
の
分
布
状
況
を
見
る
と
（
図
表

7
）、
規
模
の
小
さ
な
銀
行
で
は
有
価
証

券
評
価
損
益
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
銀
行

が
多
く
、
今
中
間
期
の
評
価
損
益
の
改
善

も
小
さ
い
が
、
規
模
の
大
き
な
銀
行
で
は

黒
字
の
銀
行
が
多
く
、
評
価
損
益
が
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。
地
域
銀
行
の
有
価
証

券
評
価
損
益
の
改
善
は
一
部
の
規
模
の
大

き
い
銀
行
の
増
加
分
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
お
り
、
多
く
の
銀
行
に
と
っ
て

は
引
き
続
き
大
き
な
経
営
課
題
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　
評
価
損
益
は
直
接
的
に
損
益
に
反
映
さ

れ
な
い
が
、
低
利
回
り
の
資
産
に
資
金
が

固
定
化
さ
れ
、
収
益
の
拡
大
に
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
る
ほ
か
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
余
力
が

縮
小
し
、
必
要
な
投
資
が
行
え
な
い
リ
ス

ク
も
あ
る
。
特
に
、
規
模
の
小
さ
い
銀
行

に
お
い
て
評
価
損
益
が
経
営
課
題
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
前
述
し
た
収
益
格
差
が
さ

ら
に
拡
大
す
る
要
因
と
な
る
懸
念
も
あ
る
。

　
25
年
下
期
に
入
っ
て
、
金
利
の
引
き
上

げ
観
測
な
ど
か
ら
長
期
金
利
は
再
び
上
昇

し
、
2
%
に
近
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

債
券
関
係
損
益
や
債
券
評
価
損
益
の
損
失

は
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
地
域
銀

行
の
有
価
証
券
運
用
は
当
面
厳
し
い
環
境

が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
利
回

り
の
改
善
に
よ
り
資
金
収
益
は
改
善
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
米
国
の
利
下

げ
や
日
本
の
長
期
的
な
成
長
率
水
準
か
ら

す
る
と
、
今
後
も
継
続
的
に
金
利
上
昇
す

る
こ
と
は
想
定
が
難
し
く
、
上
げ
止
ま
り

や
低
下
局
面
に
移
行
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　「
金
利
の
あ
る
世
界
」
で
は
、
こ
う
し

た
変
化
す
る
金
利
環
境
の
中
で
、
環
境
に

合
わ
せ
て
機
動
的
か
つ
柔
軟
な
有
価
証
券

運
用
や
金
利
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
A
L
M
の

高
度
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
資
金
利

益
と
実
現
損
益
・
評
価
損
益
の
バ
ラ
ン
ス

や
経
営
体
力
に
合
わ
せ
た
リ
ス
ク
テ
イ
ク
、

金
利
上
昇
を
収
益
改
善
に
結
び
付
け
る
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
運
営
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管

理
、
金
利
環
境
の
変
化
を
反
映
し
た
預

金
・
貸
出
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
予
測
な
ど
、

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
で
取
り
組
む
べ
き

A
L
M
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　
既
に
地
域
銀
行
は
規
模
や
取
り
組
み
の

差
が
大
き
く
、
ひ
と
く
く
り
で
論
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
な
っ
て
そ
の
差

は
収
益
面
で
も
拡
大
し
て
い
る
。
地
域
銀

行
の
中
に
は
、
規
模
が
小
さ
く
て
も
取
り

組
む
べ
き
施
策
に
経
営
資
源
を
絞
る
こ
と

で
高
い
収
益
性
を
確
保
し
て
い
る
銀
行
も

あ
り
、
規
模
が
差
を
生
む
直
接
的
な
要
因

で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
市
場
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
て
自
行
が
「
取
り
組
む

べ
き
施
策
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
、
自
行
の
収
益
管
理
制
度

や
標
準
採
算
基
準
、
A
L
M
運
営
が
「
金

利
の
あ
る
世
界
」
に
お
い
て
適
切
に
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
継
続
的
に
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

前期
評価損益
（億円）

当期
評価損益
（億円）

-145

-1,456

-175

5,902

15,084

19,210

銀行数 黒字行 黒字行
割合赤字行増加幅

16

24

17

26

14

97

総資産規模

1兆円未満

3兆円未満

5兆円未満

10兆円未満

　　　　  ～

1兆円以上～

3兆円以上～

5兆円以上～

10兆円以上～
地域銀行合計

-51

-691

1,270

9,477

23,534

33,538

94

765

1,445

3,574

8,449

14,328

9

7

8

16

13

53

7

17

9

10

1

44

56.3%

29.2%

47.1%

61.5%

92.9%

54.6%

※評価損益は一部推定

〈図表7〉地域銀行の総資産規模別有価証券評価損益の分布

（出所）各行公表資料等によりMURC作成


